





















































研 究 成 績
 1)全肺での成績1)人腕毛細管:各例で求めた平均1直について示すと,毛細管一区節の長
ロ 
 さは97～12、5μ,直径はZ5～10.1μ,表面積は哩5ao～25改6×40罐,体積は一
 292～794×1ゴ12伽3となる。肺組織単位体積当りの隔壁面積は54.8～92・0㎝漏3,一
 単位面積肺胞隔豊中の毛細膏区節数は741～12瓦2〉dO4,腕組識単位体積当りの毛細管、
 表面積1体磧は夫々98.5～184,8`η%§2.4～4,5)dゴ2ご夢㎝肥全腋毛、1細首総表面
へ
 債総体積は夫々40～7ヨx10砿84～210幌算出された。2)犬腋毛纈管:各例で
 求めた平均!直について示すと,毛細管一区節の長さはa5～95μ,直任は62-Z4μ,表面
 積111.7～441.OX1ゴヨ塀体繊仁2068～28R2×1σ上2罐瀟1徽単齢噸削
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 の隔壁面積は10.1.1～22946骸躍,単位面積肺胞隔壁中の毛細管区節数は156.1-162.0
ゆえ
 X組で,肺組織単位体積当りの毛細管表面積体積は夫々182・2～421.6`"レ㎡,55～
 一2㎝矛4
 Z1×哩0/㎡で,全肺毛細管'総表面積総体積は夫々15～24×10`慮50～40㎡
 と算出された。
 n)上・下野別の成績1)人肺毛細管各例で求めた平均値について上・下野別に示すと,
 毛細管一区節の長さは上野で?9～158μt下野でa4～".2μ,直径は夫々Z1～1a8
 おけお
 μ,6.6～91μ,表面積は夫々175,4～54丘8〉dO,“ゑ2～2155×10砿
 ユきヨお
 体積は夫々5596～うG臼1・2×10,206・4～568・9x40碗,肺組織単位体積当
 りの隔壁面積は夫々4aロ～866,6巳2～998ご冠/⑰碧.単位面積肺胞隔壁中の毛細管区節
へな
 数は夫々6α2～1櫨5.5x10,91.5～1450×10/観,肺組織単位体積当りの毛細
ソ
 管表面積は夫々858-1755,“Zo～192.5c加■砿体積は夫々Z1～魂4x10唖2,
 z4叫5矧・一2暢㎡と算握れた.2)犬腋毛鞭:各例で求脈平均働てついて上.下
 野別に示すと,毛細管一区節の長さは上野で85～95∫ち下野でa1～92μ,直径は夫々52一ス1μ,
 一8鳴
 丘1～Z3μ,表面積は夫々121.5～44a7×40,101.9～141、5×40罐,体積は夫々,
 ハユ ロリエま
 2刎.7～27ス1×10,,り849～29Z5×10躍,.肺組織単位体積当珍の肺胞隔壁面積は夫々、
 992～224・5,荘.02、9～254.2α擁卜単位面積肺胞隔壁中の毛細管区節数は夫々斗299～循1.6
 44っ
 Xle,.15曳9～↑6aG×犯/1罐.腕組識単位体積中の毛細管表面積は夫々180.7～408.8,
 珊5～45好編.体灘夫々ゑ5～z可xバ54頑xず㌦.と鋼舗た.
 考察と結論
 全肺毛細蕾について:、ヒ記の成績を要約し,1)形態学的に算出された人肺毛細管の全肺体積
 は生理的に知られる毛細管∬[量の2-4倍に達し,宏大な予備力を裏づけた。2)肺胞隔壁面積
 は男女各5例で夫々年令とともに漸減傾向を示した携今回の倹素では肺組織単位体積中の毛細
 管表面枇蜘漬と年令との間に有意の関係を認めず,3)男女腕を対比し女子肺は毛細管網の
ご
 緻密な傾向がうかがわれたが少数例のため結論は避けたい。4)人肺と犬肺を対比し,犬肋では
 肺胞形態も毛細管網も可成り緻密に形成さ瓦全肺毛細管体積は犬肺の解剖学的肺体積が小なる
 割合に大なる値を示した。処所的差異について:上記の成績を要約し,喋)人肺では単一毛細管
 区節の各要素は上野で下野より大である瓜2)単位面積の肺胞隔壁中に含れる毛細管区節数は
 下野で上野より大であり,下野では上野に比し毛青ト田管網が緻密に形成されていることが知られた。
 従って3)単位体積の肺組織中に含れる毛綱管表面積,体積も下野で上野より大なる傾向にあ動
 表面積は平均1.5倍,体積は平均4.16倍であった。4)犬肺でも単位面積の肺胞隔壁中に含れ
 る毛細管区節数など下野で精々大なる傾向にあったが,人肺ほど明らかでなく.5)単位体積の
 肺組織中に含れる毛細管表面積}体禎も.」二・下野で累々等しく,'下野で上野の夫々1.06倍,
 1.02倍に1とどまった。6)人と犬とでのかかる差異は夫々にお・ける生活様式(立位,横位)の
 影響を考慮させ,朗血流分布レ)局所的差異に対する静水学的解折に参照されうるであろう。
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 審査結果の要旨
 本論文は拡散機能や換気・血流分布に関する生理学的研究が注目される現状を考慮し,人及び
 犬肺毛細管床の構造を形態計測学の立場から数量的に評価することを試みたもので,肺血管内へ
 のグラチン加墨汁注入によって鋳型された肺胞毛細管を'1例あたり2000～ろ500本計酷
 それぞれの毛細管一区節に沿ける内径,長さ,表面積1体積を求め,更に単位隔壁面積中に含ま
 れる毛細管区節数と単位体積の肺組織中に含まれる肺胞隔壁面積とから単位体積の肺組織中に含
 まれる毛細管の表面積体潭を算出し,それぞれの計測値につき詳しく述べている。主な点を列
 記すると,1)毛細管一区節の内径,長さは人肺ではZ25-10.D7μ・967～12・51賜
 犬肺ではそれぞれ522～Z59μ,a55～929μである,2)全肺毛細管の総表面概総
 体積は人肺6例でそれぞれ594～72.75×104㎡,8565～210.08加4また犬肺5
 働では左腕のみの成績でそれぞれZ1-q1×、04講,157-1a1・泌で,更に標本作製過
 程に於ける収縮率などを補正すると,生理的毛細管圧に略々等しい圧での毛細管総表面積総体
 積ぼそれぞれ上記の値を下限とし,総表面積については1.25価体積については1・5倍を上限
 としてその間に存在し,解剖学的毛細管容量は生理学的に知られる毛細管血量の5～4倍に達す
ど
 る,5)人と犬を対比し,毛綱管一区節は犬、鞠で入蹄より小さいが,・網目は弄致密に形成され,犬ゴ
 肺は八肺に比べ犬の体重が小なる割合に大なる毛細管表面積体積を有し,体重柄9当り隔壁面
 疵毛細管体積に関する犬:人の比率は体重1㎏当りの02消費量に関する犬:人の比率に概ね
 合致する,尋)人の肺毛細管細工は上・下野で差があり,毛細管一区節の内径,長さ,表面積,
 体積は上野で下野より大きいが,下野の毛細管細工は、ヒ野に比較して緻密で,単位体積の肺組織
 中に含まれる毛細管総表面積,総体積はそれぞれ下野で上野のて.5倍,コ.16倍となっている。
 一方,犬では上・下野にかかる明らかな差を認めない,などである。
 従来,繭胞毛細管の形態計測値はWeibGユの成績を見るのみで,Weibelによっても
 Overa■1の評価がなされたにすぎない。本研究は人及び犬肺毛細管各要素について詳しい計
諮
 潮値を初めて提示ナる一方,今日生理学的に論議される毛細管血量や肺野局処の血流分布と関連珊
 して廊構造の面から重要な示唆を与えるものであり,
 よって十分学位を授与するに値すると考える。
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